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u その過程で，おそらく「認知療法」
と名前がつくようなものは消えてい
く。あるいは，いちばん重要なのは
「認知」療法ではなく，療法・セラ
ピーなのではないかというのが，最
後のメッセージである。

u 認知療法が，療法に姿を変えて
いく過程の「触媒」として，ほかの
治療法との接近を図る役割を果
たすことがあってもいいのではない
かと考える。通常の臨床場面で
は認知療法が大事なのではなく，
実は療法が大事であり，治療者
がよりいっそう大事なのではないか
というのが，本日の私の「認知療
法の理論的展開」の結論である。

東斉彰編著
『統合的方法としての認知療法』
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